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会社概要

株式会社スギヨ
本社

創 業 ： 1640年

所在地 ： 石川県七尾市西三階町10号４－１

売上高 ： 約213億円（2023年6月実績）

従業員 ： 約720名（内、正社員630名）

事業所 ：【支店】 東京・大阪・名古屋・北陸（金沢）

【営業所】札幌・仙台・長野・広島・福岡

【工場】 七尾（府中・北陸・団地）
茨城（関東）小樽（北海道）

【子会社】マルタスギヨ㈱、SUGIYO U.S.A .,INC.他

営業品目 ： 魚肉練製品の製造販売など







本協働プロジェク
ト取り組み

•工場KPIの見える化 ~電
子帳票データの利活用~

•生産計画立案の予測によ
る補助



プロジェクトスタートに向けて



ダッシュボードイメージの作成

 ヒアリングの内容を加味し、ダッシュボードの利用者は以下の方を想定していただきました
 製造副本部長(製造本部) / 工場長 / 工場エリア班長

 ダッシュボード表示・利用について
 iPad、PC、サイネージを想定していただきました



ダッシュボードの遷移

A.全体

目的:全工場俯瞰用
内容:全体生産性/工場生産性/総労働時間

B.各工場の生産性（日）

目的:工場毎の日単位の生産性を確認
内容:アイテム生産性/生産量

D.各工場の生産性（時）

目的:工場毎の時間単位の生産性を確認
内容:生産量

C.各エリアの詳細（日）

目的:各エリア毎の日単位の生産性を
確認

E.各エリアの詳細（時）

目的:各エリア毎の時間単位の生産性を
確認

製造副本部長

工場長

工場内エリア長



受注数予測AIにより得られた示唆

① ② ③

• 予約データが入っており、かつ受注に一定の周期が見られる商品は精度が高い(①)
• 予約データが入っていなくとも、受注に一定の周期が見られる商品は、傾向を掴めている(②)
• 予約データが入っておらず、受注の周期性も見られない商品は、精度は低い(③)

受注数予測AIを作成した結果、下記の結果

予約データを取得できると、AIの精度がより高まるものとの結果



協働プロジェクトで得られ
た成果、今後どのように
社内に導入していくか

• 工場の運用を踏まえ今後の検討課題

• 復旧最優先

• PoCとして推進していた工場をモデルに
導入

• 目の前の課題としてぶつけていること
から、目標達成のための自己効力感の
醸成。

• フィードバックと反省のプロセスを構築。

• 継続的な改善サイクルの構築

• オープンなコミュニケーションの構築



プログラム参加者

• 異業種・異分野での交
流

• さまざまな専門家で構
成される仲間

• 参加者の学習意欲が
高いことはもちろんの
こと、各方面に秀でた
方々

弊社メンバー

• 変革の楽しさ

• 異分野との交流に
よる気づき

通常を変え
る意識の芽

生え

最後に


